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§6 製 図 
給水装置の製図は、定められた記号をもって、給水する家屋の平面、水栓の取付位置、給水管 

の布設状況、使用する材料、器具、道路種別等を図示するもので設計の技術的表現である。 

これらは、工事の設計、施工、工事費の見積り及び将来の維持管理の基本的資料となるもので

あるから、詳細、明瞭、正確に書かなければならない。 

これらの統一的な方式については、原則として一般土木製図法によるものとする。 

1 作  図 

給水装置の設計図面及び完成図は、原則として CAD 図面とすること。ただし、臨時工事、給

水栓 2 ヶ所以内の給水工事、分岐工事等の申請図、及び管割図等は手書き図面とすることができ

る。 

2 表  示 

図面に使用する排水管及び給水装置の表示は、日本水道協会制定の表示標準による。ただしこ

の表示標準によりがたいものは北上市の定めるところによる。 

3 縮  尺 

（1）位置図    適宜 

（2）平面図    1／100～1／500（原則として 1／100） 

（3）立体図    適宜 

（4）詳細図    1／20～1／30 

（5）掘削断面図  1／20～1／50 

（6）横断図    1／50～1／200 

（7）完成図    1／100～1／200（原則として 1／100） 

 なお、同一図面中に異なる縮尺を用いるときは、図ごとにその縮尺を記入すること。 

4 単  位 

長さの単位は、すべてメートル（少数第一位まで）、管径の単位はミリメートルを基準とする。 

5 文  字 

文字（数字を含む）は、できるだけ書体を統一し、次の要領で明確に書くこと。 

（1）文字自体の頭部は、紙面の上又は、左側方向とする。 

（2）文章は横書きを原則とする。 

（3）漢字は楷書、仮名は平仮名を原則とする。 

（4）数字は、アラビア数字を原則とする。 

6 位 置 図 

施工場面を中心として、その付近の地名や道路及び河川、鉄道、主たる建物等を明記のうえ、 

当該場所を明示した図面であること。（原則として住宅図面を用いること。） 

7 平 面 図 

（1）方 位 
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原則として北を上とし、矢印で方位を明示すること。 

（2）建物の平面図 

建物の平面図には、土間・叩き・台所・風呂・便所・玄関等を表示すること。 

（3）道路その他 

舗装の種類、歩車道の区別、公道・私道別、公有地・私有地の境界、石積、ブロック塀、汚 

水枡、マンホール、消火栓、仕切弁等を明示すること。 

また、舗装道路と砂利道の境は、それぞれの距離を明記すること。 

（4）管の表示 

  管種・管口径、量水器上流側及び 2 階立上り配管の延長距離を、できるだけ配管に沿って記 

入すること。 

 また、量水器、丙止水栓の口径及び水抜栓の形状寸法を明記すること。 

（5）既設管との関係 

既設管から分岐、分水する場合は、既設管の口径及び管種・給水管・共同管等を明記するこ

と。 

8 立 体 図 

 立体図の作成に当たって、平面図の水平線は立体図でも水平に書き、平面図の縦線は 45 度の傾

斜線で同一方向に書くこと。また、平面図上では書き表せない立上り管や下がり管等は、立体図

においては、垂直の線で表すこと。 

9 給水栓の向き 

（1）平面図 

  一般に給水栓の方向は、給水栓の付け根を三角形の頂点とし、給水栓の先端は三角形の一辺

とする。 

（2）立体図 

  給水栓の方向は、平面図で縦の線上の場合は配管角度同様 45 度とし、横の線上の場合は立上

り管に対し 90 度とする。 

10 詳 細 図 

 軌道横断防護等特殊なものや、複雑な配管、伏越等の場合は、詳細図に拡大明示する。 

11 掘削断面図 

 掘削断面図は、道路の種類・舗装種別・占用布設する管種・埋設深度、及び管布設状況を表紙

する。 

12 横 断 図 

 横断図は、道路の幅員・側溝及び道路附属物・既設管・占用布設する管種・管径・埋設深度、

及び管布設状況を表示する。 

13 完 成 図 

 完成図は、設置した分水栓・止水栓・仕切弁・メーター・隔測メーターのカウンターポールの 

位置を、既設の消火栓、仕切弁等、マンホール、又は電柱、隣地境界杭等から距離を測定し、平 
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面図に記入する。オフセットは、原則として 3 点指示とすること。 

 完成図の例を岩手中部水道企業団給水装置完成図として掲載したので参照し、わかりやすく正

確な完成図を作成すること。 

14 用  紙 

 申請時の用紙は、特に定めない。ただし、位置図・平面図、及び立体図等の完成図は上質白用

紙により提出すること。 
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